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こんにちは！私たちはSpesDojoです
CoderDojo瑞穂の友達4人のチームです。
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みなさん知っていますか？
今世界では干ばつや水不足が深刻な問題となっています。
2025年には世界の３分の２が水不足になるともいわれています。
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ここでクイズです。
一日に最低限必要な水の量は50Lだそうですが、
日本人の水使用量は平均何Lでしょうか？
３・2・1、、
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正解はなんと280Lも使っています！
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水をたくさん使うと、電気の使用やCo2の排出が増えます。また、再生不
能な地下水をたくさん使うことになり、

地盤沈下の原因にもなる事もあります。もちろん水道代もかかります。
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私たちは水を大切にするために、自分たちにできる事を考えました。
水の使用量や、みんながどこで水を無駄使いしていのか調査し、シャワー
を節水しようと決めました。
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節水は続ける事が大切ですが、それがなかなか難しいです。
どうしたら続けられるか？ 私たちは手軽に家族で楽しくできれば、継続
して節水ができると考えました。

そうしてできたのが、この「Watey」というアプリです。
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お風呂に入る前にWateyを近くにセットすると、AIの音認識機能を使って
シャワーの使用量を手軽に測れます！

リアルタイムに水時計が動くので「水がなくならないように節水しなくち
ゃ」という気持ちになります。
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「Watey」はデータをクラウドで共有しています。
同じグループコードを設定すれば、「だれがどのくらい節水できたか」が
見えるので、

家族と一緒に節水ができます。
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みんなで協力して節水目標を達成すると、海の中の魚が増えるワクワク機
能もついていて、

楽しく節水ができます。
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他の節水アプリとも比較しましたが、AIや家族との共有機能があるのは
Wateyだけです。
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色々な人にこのアプリを使ってもらい、
みんなのフィードバックから、アプリの改善にとりくみました。
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AIの精度が安定しないとフィードバックを多くもらったので、手にあてた
り、強いシャワーにしたり、

色々な音を取り込むなどしてAIの精度を上げる事に取り組みました。
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さらに、AIでは完璧に正確にする事は難しかったので、手軽さはなくなっ
てしまうのですが、

より正確に流量計で測定する機能も選べるようにしました。
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このアプリを広めるため、「名古屋市下水道科学館」や「JICA」に行って、
インタビューをしました。

「これなら節水できそう」という意見をもらう事ができました。
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WateyのベースはAppinventorで作っています。
AIのところはTeachableMachineを使って自分でモデルを作り、Javascript

でそのモデルを読み込んでいます。
流量計の測定にはmicrobitを使っています。MakeCodeでプログラムを書
いていてBluetoothでデータを飛ばしています。

ロゴや絵もこだわっていて、全て自分たちで描いています。
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楽しいことが継続の鍵。
あなたもWateyを使ってみない？
ありがとうございました！
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